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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　食器を載置するための食器かごと、この食器かごを収納する洗浄槽と、前記食器に対し
て洗浄水を噴射する洗浄ノズルとを備えた食器洗浄機であって、
　食器かごは、食器を載置する下かごと、前記下かごの上方に配設され、前記下かごに食
器が載置されている状態でもその上に食器を載置することができるように構成された上か
ごとを一体的に備えており、
　前記上かごには、コップ・湯飲み状の食器を持たせ掛けて保持するコップ・湯飲み立て
が複数列配設され、
　前記複数列のコップ・湯飲み立てのうち所定のコップ・湯飲み立てが、立て・倒し可能
に構成されており、所定のコップ・湯飲み立てを倒すことにより、該コップ・湯飲み立て
に実質的に干渉されずに、前記上かご上に平面面積の大きい食器を載置することができる
ように構成されており、かつ、
　前記複数列のコップ・湯飲み立てのうち、少なくとも１つの列のコップ・湯飲み立てが
複数に分割されており、各分割部分ごとに立て・倒し可能に構成されており、
　前記洗浄ノズルは、前記洗浄槽内の底部に設けられて前記食器に対して洗浄水を噴射す
る主洗浄ノズルと、この主洗浄ノズルとは別個の位置において前記食器に対して洗浄水を
噴射する補助洗浄ノズルとを備えているとともに、
　前記複数列のコップ・湯飲み立てのそれぞれは、前記補助ノズルから噴射される洗浄水
がその内部に到達しやすい所定の角度で、前記コップ・湯飲み状の食器を保持することが
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できるように構成されており、かつ、
　前記補助洗浄ノズルが、前記洗浄槽の側壁近傍で、前記食器かごの前記上かごより下側
の位置に配設され、その噴射口から斜め上方に洗浄水を噴射するものであるとともに、
　前記補助洗浄ノズルが配設された前記洗浄槽の側壁近傍の位置から離れた位置に載置さ
れる食器ほど、水平に近付く向きに傾斜して載置されるように、前記コップ・湯飲み立て
の角度も、前記洗浄槽の側壁近傍の位置から離れたコップ・湯飲み立てほど、水平に近付
く向きに傾斜して配設されていること
　を特徴とする食器洗浄機。
【請求項２】
　前記補助洗浄ノズルがその近傍に位置する側壁に略平行に、前記上かごの前記コップ・
湯飲み立てが複数列配設されており、前記複数列のコップ・湯飲み立ては、前記側壁から
遠い方から順に、前記下かごを覆わない位置まで回動させることができるように構成され
ていることを特徴とする請求項１記載の食器洗浄機。
【請求項３】
　前記コップ・湯飲み立ての列数が２列であり、かつ、２列のコップ・湯飲み立てのうち
、前記補助洗浄ノズルがその近傍に位置する側壁に近い方のコップ・湯飲み立てが２つに
分割されており、該分割部分のそれぞれが立て・倒し可能に構成されているとともに、前
記側壁から遠い方のコップ・湯飲み立ての方が、前記側壁に近い方のコップ・湯飲み立て
よりも大きく傾けて配設されていることを特徴とする請求項１または２記載の食器洗浄機
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、食器の洗浄を行う食器洗浄機に関し、詳しくは、上かごと下かごを有する食
器かごを備えた食器洗浄機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、食器洗浄機においては、食器を十分に洗浄ができるのは勿論のこと、一度にで
きるだけ多くの食器を洗浄することができて使い勝手のよいことが望まれる。
　このため、従来、多数の食器を収納し得るように、上下２段に形成された食器かごの各
段に食器を載置した状態で洗浄槽内に収納し、洗浄槽内の底部に配設された回転式の洗浄
ノズルから洗浄水を噴出することにより各食器を洗浄するようにした食器洗浄機が提案さ
れている（特許文献１参照）。
【０００３】
　図１５はそのような食器洗浄機に用いられている食器かごを示す図である。　この食器
かご５０は、食器（皿、ご飯茶碗などの洗浄すべき食器類）６１を載置する下かご５１と
、下かご５１の上方に配設され、下かごに食器６１が載置されている状態でもその上に食
器６１を載置することができるように構成された上かご５２とを一体的に備えている。
　そして、上かご５２には、コップ・湯飲み状の食器６１（６１ａ）を持たせ掛けるため
の、２列のコップ・湯飲み立て５３ａ，５３ｂが配設されている。
【０００４】
　ところで、この特許文献１の食器洗浄機は、洗浄槽の下部の略中央に配設された回転式
の洗浄ノズルの噴射口から噴射される洗浄水により食器を洗浄するように構成された食器
洗浄機であり、洗浄水がコップ・湯飲み状の食器６１（６１ａ）の内部に到達しやすいよ
うに、洗浄槽の側壁側に向かって食器６１（６１ａ）を傾斜させた状態で保持するように
構成されている。
【０００５】
　ところで、この例のように、上かご５２にコップ・湯飲み立て５３ａ，５３ｂが配設さ
れているため、上かご５２に大型の食器（例えば皿など）を載置することが困難で、洗浄
すべき食器として、コップ・湯飲み状の食器が少なく、皿などが多い場合に、洗浄層内の
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スペースを有効に利用できないことが生じ、効率が悪いという問題点がある。
【０００６】
　また、洗浄槽内の底部に回転式の洗浄ノズルのみを配設した従来の食器洗浄機は、洗浄
槽の四隅などが死角となりやすく、また、洗浄ノズルから噴射した洗浄水は、食器かごの
下段側に載置された食器に遮られて上段側に載置された食器に十分に行き届かず、上段側
に載置された食器に対する洗浄性能が不十分になりやすいという問題点がある。
【０００７】
　特に、コップや湯飲みなどの底の深い食器については、上述のように、食器を傾斜させ
て上かご載置するようにして、洗浄水ができるだけ食器の奥底まで届くように工夫してい
るものの、食器かごの下段側に食器が密に収納されている場合には、これらの食器に遮ら
れて上段側の食器に十分に行き届かず、洗浄が不十分になりやすい。
【０００８】
　そこで、このような問題を解消するために、洗浄槽内の底部に設けた回転式の洗浄ノズ
ルに加えて、別途、補助洗浄ノズルを設けることにより、洗浄性能を向上させるようにし
た種々の食器洗浄機が提案されている。
【０００９】
　例えば、十分な洗浄性能が得られるように、主洗浄ノズルに加えて、補助洗浄ノズルを
洗浄槽の４隅部に配置し、洗浄槽の底部に設けた回転式の洗浄ノズルから洗浄水を噴射す
るのと同時に、補助洗浄ノズルからも洗浄水を噴射して、互いに異なった位置から食器を
洗浄するようにした食器洗浄機が提案されている（特許文献２）。
【００１０】
　また、洗浄効率を高めるために、洗浄水を斜め上方に噴射する補助洗浄ノズルを洗浄槽
の後部背面側の壁面に配置し、この補助洗浄ノズルからの洗浄水が食器かごの上段側に傾
斜して配置されたコップや湯飲みなどの食器の奥底にまで届くようにした食器洗浄機が提
案されている（特許文献３）。
【００１１】
　また、特許文献３の構成に加えて、上方に噴射された洗浄水が上段の食器に向けて方向
変換する天板を洗浄槽内に設けることにより、さらに上段側に配置された食器の洗浄効率
を高めるようにした食器洗浄機が提案されている（特許文献４）。
【００１２】
　ところで、上述の補助洗浄ノズルを備えていない特許文献１の構成に、例えば、特許文
献２や３のように、洗浄槽の側壁近傍に補助洗浄ノズルを配設することを考えた場合、特
許文献１の構成では、コップ・湯飲み状の食器を側壁側に傾けて上かごに載置するように
しているので、補助洗浄ノズルから噴射される洗浄水を食器の内部に到達させることが困
難であるという問題点がある。
【００１３】
　また、特許文献３および４の構成の場合、上かごの構成上の理由から、上かご上に大き
な食器を載置することは通常は困難で、洗浄層内のスペースを十分に有効利用しにくいと
いう問題点があり、また、上かごに大きな食器を無理に載置しようとすると載置状態が不
安定になり、食器の破損を引き起こすというような問題点がある。
【特許文献１】特開２００６－３４０８０１号公報
【特許文献２】実開昭６３－１０７６６８号公報
【特許文献３】特開２００２－６５５６２号公報
【特許文献４】特開２００４－２５４８３０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　本願発明は、上記の課題を解決するためになされたものであり、２段式の食器かごの上
かごを、コップ・湯飲み状の食器の載置領域とすることが可能であるとともに、皿などの
大きな食器類の載置領域としても利用することが可能で、一度に多くの食器を洗浄するこ
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とができる食器洗浄機、さらには、補助洗浄ノズルを備えた洗浄性能に優れた食器洗浄機
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　上記の目的を達成するために、本願発明の食器洗浄機にあっては、次の構成を採用して
いる。
　すなわち、請求項１記載の発明にかかる食器洗浄機は、
　食器を載置するための食器かごと、この食器かごを収納する洗浄槽と、前記食器に対し
て洗浄水を噴射する洗浄ノズルとを備えた食器洗浄機であって、
　食器かごは、食器を載置する下かごと、前記下かごの上方に配設され、前記下かごに食
器が載置されている状態でもその上に食器を載置することができるように構成された上か
ごとを一体的に備えており、
　前記上かごには、コップ・湯飲み状の食器を持たせ掛けて保持するコップ・湯飲み立て
が複数列配設され、
　前記複数列のコップ・湯飲み立てのうち所定のコップ・湯飲み立てが、立て・倒し可能
に構成されており、所定のコップ・湯飲み立てを倒すことにより、該コップ・湯飲み立て
に実質的に干渉されずに、前記上かご上に平面面積の大きい食器を載置することができる
ように構成されており、かつ、
　前記複数列のコップ・湯飲み立てのうち、少なくとも１つの列のコップ・湯飲み立てが
複数に分割されており、各分割部分ごとに立て・倒し可能に構成されており、
　前記洗浄ノズルは、前記洗浄槽内の底部に設けられて前記食器に対して洗浄水を噴射す
る主洗浄ノズルと、この主洗浄ノズルとは別個の位置において前記食器に対して洗浄水を
噴射する補助洗浄ノズルとを備えているとともに、
　前記複数列のコップ・湯飲み立てのそれぞれは、前記補助ノズルから噴射される洗浄水
がその内部に到達しやすい所定の角度で、前記コップ・湯飲み状の食器を保持することが
できるように構成されており、かつ、
　前記補助洗浄ノズルが、前記洗浄槽の側壁近傍で、前記食器かごの前記上かごより下側
の位置に配設され、その噴射口から斜め上方に洗浄水を噴射するものであるとともに、
　前記補助洗浄ノズルが配設された前記洗浄槽の側壁近傍の位置から離れた位置に載置さ
れる食器ほど、水平に近付く向きに傾斜して載置されるように、前記コップ・湯飲み立て
の角度も、前記洗浄槽の側壁近傍の位置から離れたコップ・湯飲み立てほど、水平に近付
く向きに傾斜して配設されていること
　を特徴としている。
【００１６】
　また、請求項２の食器洗浄機は、前記補助洗浄ノズルがその近傍に位置する側壁に略平
行に、前記上かごの前記コップ・湯飲み立てが複数列配設されており、前記複数列のコッ
プ・湯飲み立ては、前記側壁から遠い方から順に、前記下かごを覆わない位置まで回動さ
せることができるように構成されていることを特徴としている。
【００１７】
　また、請求項３の食器洗浄機は、前記コップ・湯飲み立ての列数が２列であり、かつ、
２列のコップ・湯飲み立てのうち、前記補助洗浄ノズルがその近傍に位置する側壁に近い
方のコップ・湯飲み立てが２つに分割されており、該分割部分のそれぞれが立て・倒し可
能に構成されているとともに、前記側壁から遠い方のコップ・湯飲み立ての方が、前記側
壁に近い方のコップ・湯飲み立てよりも大きく傾けて配設されていることを特徴としてい
る。
【発明の効果】
【００１８】
　請求項１記載の発明にかかる食器洗浄機は、食器かごを、食器を載置する下かごと、下
かごの上方に配設され、下かごに食器が載置されている状態でもその上に食器を載置する
ことができるように構成された上かごとを一体的に備えた構成とするとともに、上かごに
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は、コップ・湯飲み状の食器を持たせ掛けて保持するコップ・湯飲み立てを複数列配設し
、複数列のコップ・湯飲み立てのうち所定のコップ・湯飲み立てを、立て・倒し可能に構
成し、所定のコップ・湯飲み立てを倒すことにより、該コップ・湯飲み立てに実質的に干
渉されることなく、上かご上に平面面積の大きい食器を載置することができるようにして
いるので、上かごを、コップ・湯飲み状の食器の載置領域とすることが可能であるととも
に、皿などの大きな食器類の載置領域としても利用することが可能で、一度に多くの食器
を洗浄することが可能な食器洗浄機を提供することができる。
【００１９】
　また、複数のコップ・湯飲み立てのうち、少なくとも１つのコップ・湯飲み立てを複数
に分割し、各分割部分ごとに立て・倒し可能に構成しているので、洗浄すべき食器の種類
への対応の自由度を向上させることが可能になり、より利便性の高い食器洗浄機を提供す
ることができる。
【００２０】
　また、洗浄ノズルとして、洗浄槽内の底部に設けられて食器に対して洗浄水を噴射する
主洗浄ノズルと、この主洗浄ノズルとは別個の位置において食器に対して洗浄水を噴射す
る補助洗浄ノズルとを備えた構成とし、かつ、複数列のコップ・湯飲み立てのそれぞれを
、補助ノズルから噴射される洗浄水がその内部に到達しやすい所定の角度で、コップ・湯
飲み状の食器を保持することができる（例えば、各コップ・湯飲み立てごとに異なる所定
の角度で保持することができる）ように構成しているので、補助洗浄ノズルの洗浄機能を
十分に発揮させて、効率のよい食器洗浄を行うことが可能になる。
【００２１】
　また、補助洗浄ノズルを、洗浄槽の側壁近傍で、食器かごの上かごより下側の位置に配
設し、その噴射口から斜め上方に洗浄水を噴射するようにし、補助洗浄ノズルが配設され
た洗浄槽の側壁近傍の位置から離れた位置に載置される食器ほど、水平に近付く向きに傾
斜して載置されるように、コップ・湯飲み立ての角度も、洗浄槽の側壁近傍の位置から離
れたコップ・湯飲み立てほど、水平に近付く向きに傾斜して配設するようにしているので
、洗浄槽の側壁近傍で、かつ、食器かごの上かごより下側の位置に配設された補助洗浄ノ
ズルから、コップ・湯飲み立てに持たせ掛けられたコップ・湯飲み状の食器の内部に洗浄
水を確実に到達させることが可能になり、補助洗浄ノズルを有効に機能させることが可能
になる。その結果、高い洗浄性能を備えた食器洗浄機を提供することができる。
【００２２】
　また、請求項２の食器洗浄機のように、上かごのコップ・湯飲み立てを、補助洗浄ノズ
ルがその近傍に位置する側壁に略平行に複数列配設し、複数列のコップ・湯飲み立てを、
側壁から遠い方から順に、下かごを覆わない位置まで回動させることができるようにした
場合、上かごが固定の場合には、上かごに干渉して下かご上に載置できないような大型の
食器を、その大きさに応じて、上かごの載置スペースを減らしつつ、下かご上に載置する
ことが可能になり、本願発明をより実効あらしめることができる。
【００２３】
　また、本願発明では、コップ・湯飲み立ての列数に特別の制約はなく、また、コップ・
湯飲み立ての分割数にも特別の制約はないが、請求項３の食器洗浄機のように、コップ・
湯飲み立ての列数を２列とし、補助洗浄ノズルがその近傍に位置する側壁に近い方のコッ
プ・湯飲み立てを２つに分割し、該分割部分のそれぞれを立て・倒し可能に構成するとと
もに、上記側壁から遠い方のコップ・湯飲み立てを、上記側壁に近い方のコップ・湯飲み
立てよりも大きく傾けて配設するようにした場合、より簡潔な構成により、食器かごへの
食器の収納が容易で、補助洗浄ノズルによる洗浄機能を十分に発揮させることが可能な実
用性の高い食器洗浄機を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下、本願発明の実施例を示して、その特徴とするところをさらに詳しく説明する。
　図１は本願発明の実施例にかかる食器洗浄機において用いられている食器かごの斜視図
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、図２は側面図、図３は正面図、図４は食器かごのコップ・湯飲み立ての一部を倒した状
態を示す図である。
　また、図５は補助洗浄ノズルを示す斜視図、図６は本願発明の実施例にかかる食器洗浄
機の側面断面図、図７は同食器洗浄機の正面断面図、図８は同食器洗浄機において食器か
ごが収納された洗浄槽を引き出した状態を示す側面図である。
　また、図９は食器かごに食器を載置した状態を示す側面図、図１０は食器かごに食器を
載置した状態を示す正面図である。
【００２５】
　図６～８に示すように、この実施例の食器洗浄機１は、一端面が開口した略箱型の本体
ケース２を備えており、この本体ケース２内には、洗浄槽４が、上記開口を通じてスライ
ド式に出し入れ可能に設けられている。そして、洗浄槽４には、各種の食器Ｇ１，Ｇ２，
…を載置するための食器かご３が収納されている。
【００２６】
　また、洗浄槽４の底部には、各食器Ｇ１，Ｇ２，…に対して洗浄水を噴射する回転式の
主洗浄ノズル５と、この主洗浄ノズル５に洗浄水を圧送する洗浄ポンプ６とが設けられて
いる。また、洗浄ポンプ６と主洗浄ノズル５とは洗浄水供給用の給水路７で接続されてい
る。給水路７の途中からは分岐給水路８が分岐され、その分岐給水路８の端部には、食器
かご３の側部（すなわち、図７に示す食器洗浄機の正面断面図における、洗浄槽４の左側
側壁の近傍）であって、上かご３２よりも下側の位置に取り付けられた補助洗浄ノズル９
が着脱可能に接続されている。なお、洗浄ポンプ６には、水道管などから水を供給するた
めの、可撓性の給水チューブ１０が接続されている。
【００２７】
　この実施例の食器洗浄機は、各種の食器Ｇ１，Ｇ２，…が載置された食器かご３を洗浄
槽４内に収納し、洗浄ポンプ６で加圧された洗浄水を、給水路７を経由して主洗浄ノズル
５に供給し、この主洗浄ノズル５から噴射された洗浄水を食器Ｇ１，Ｇ２，…に吹き付け
て洗浄を行うとともに、給水路７から分岐されて分岐給水路８に供給された洗浄水を、補
助洗浄ノズル９から噴射して、主洗浄ノズル５から噴射される洗浄水だけでは不十分にな
りがちな部分に吹き付けることにより洗浄性能を補うように構成されている。
【００２８】
　なお、補助洗浄ノズル９は、図１，５、６～８（特に図５）に示すように、合成樹脂製
で、上かご３２の長尺側の横フレームと略同じ長さを有する噴射部９１と、この噴射部９
１の長手方向の一端側から下方に向けて一体的に突出された、分岐給水路８の端部に設け
られた固定側である接続部（分岐給水路側接続部）８１（図５）と接続する接続部９２と
を備えている。
【００２９】
　また、上記の噴射部９１には、円形に開口された複数の噴射口９１ａが形成されるとと
もに、この補助洗浄ノズル９を食器かご３を構成する線材に対して着脱自在に係止するク
リップ状の係止部９１ｂが一体に形成されている。そして、この補助洗浄ノズル９の係止
部９１ｂが食器かご３を構成する上かご３２の最外側の横フレーム、および下かご３１と
上かご３２とを連結する左右一対の縦フレームにそれぞれ取り付けられている。
【００３０】
　なお、この実施例では、例えば、洗浄ポンプ６が圧送する洗浄水の総流量が５０Ｌ／ｍ
ｉｎとした場合、回転式の主洗浄ノズル５側には３０Ｌ／ｍｉｎの洗浄水が供給され、残
りの２０Ｌ／ｍｉｎが補助洗浄ノズル９に供給されるように構成されている。
【００３１】
　そして、この実施例の食器洗浄機においては、食器かご３として、図１～３などに示す
ように、下かご３１の上に上かご３２が折り畳み可能に取り付けられた２段式の構造を有
する食器かごが用いられている。
【００３２】
　この食器かご３は、図６～８に示すように、洗浄槽４の内周壁と僅かな隙間を存して収
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納される寸法形状となるように設計されており、洗浄槽４の底部に配設された主洗浄ノズ
ル５および洗浄槽４の側壁近傍（左側側壁近傍）に配設された補助洗浄ノズル９からの各
洗浄水の噴射に適合するように、特定の食器の載置位置および方向を示唆する形状に形成
されている。
【００３３】
　具体的には、食器かご３は、下かご３１の上に上かご３２が折り畳み可能に取り付けら
れた２段式の構造を有している。
　そして、下かご３１は、皿や茶碗などの食器Ｇ３，Ｇ４，…が載置されるように構成さ
れている。
　また、上かご３２には、コップＧ１の背もたれとなる、分割形成された左右一対のコッ
プ・湯飲み立て３３ａ，３３ｂからなる第１のコップ・湯飲み立て（コップ立て枠）３３
と、湯飲みＧ２の背もたれとなる第２のコップ・湯飲み立て（湯飲み立て枠）３４とが設
けられている。なお、ここでは、コップＧ１と湯飲みＧ２を区別して説明しているが、コ
ップにも背の低い湯飲み状の形状のものがあり、また湯飲みにも背の高いコップ状の形状
のものがあるので、第１および第２のコップ・湯飲み立て３３，３４には、コップと湯飲
みが、両者が混在するように載置される場合もある。
【００３４】
　また、この実施例の食器かご３は、図９，図１０に示すように、第１のコップ・湯飲み
立て３３と第２のコップ・湯飲み立て３４とをともに起立させた場合、第２のコップ・湯
飲み立て３４の方が第１のコップ・湯飲み立て３３よりも傾きが大きく、起立高さが低く
なるように形成されている。
【００３５】
　したがって、この食器かご３の場合、第１のコップ・湯飲み立て３３にコップＧ１を、
第２のコップ・湯飲み立て３４に湯飲みＧ２を、それぞれ飲み口を下にしてそれぞれ立て
掛けたときには、コップＧ１よりも湯飲みＧ２の方が水平に近付く向きにより大きく傾斜
した状態となり、洗浄槽４の側壁近傍（左側側壁近傍）に配設された補助洗浄ノズル９か
ら噴射される洗浄水が、第１および第２のコップ・湯飲み立てに保持された各食器（コッ
プＧ１，湯飲みＧ２）に到達しやすくなる。
【００３６】
　また、第１のコップ・湯飲み立て３３を構成する一対のコップ・湯飲み立て３３ａ，３
３ｂは、それぞれが立て・倒し可能に構成されており、例えば、図１および図２に示すよ
うに、両方を立てた状態としたり、図４に示すように、一対のコップ・湯飲み立て３３ａ
，３３ｂのうちの一方のコップ・湯飲み立て３３ａを倒し、他方のコップ立て枠３３ｂを
立てた状態としたりすることが可能であり、さらに、一対のコップ・湯飲み立て３３ａ，
３３ｂの両方を倒した状態とすることも可能である（後述する図１２参照）。
　なお、所定のコップ・湯飲み立てを倒すことにより、該コップ・湯飲み立てに実質的に
干渉されることなく、平面面積の大きい食器を載置することが可能になる。
【００３７】
　また、上かご３２は、第１のコップ・湯飲み立て３３が設けられた部分と、第２のコッ
プ・湯飲み立て３４が設けられた部分に分割形成されており、分割部分ごとに、下かご３
１を覆わない位置まで上方に回動させることができるように構成されている（後述する図
１３，１４参照）。
【００３８】
　また、この実施例の食器かご３においては、分割部分である、第１のコップ・湯飲み立
て３３と、第２のコップ・湯飲み立て３４の両方、すなわち、この実施例の場合には、上
かご３２全体を、下かご３１を覆わない位置まで回動させることができるように構成され
ている。
【００３９】
　このように、上かご３２の分割部分の一部を下かご３１を覆わない位置まで回動させる
ことができるようにしたり、上かご３２の全体を、下かご３１を覆わない位置まで回動さ
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せるようにした場合、さらに大きい食器を下かご３１に容易に収容することが可能になる
（後述の図１４参照）。
【００４０】
　この実施例の食器洗浄機１においては、食器かご３が上述のように構成されていること
から、第１のコップ・湯飲み立て（コップ立て枠）３３と第２のコップ・湯飲み立て（湯
飲み立て枠）３４とをともに起立させた場合、図９，図１０に示すように、第１のコップ
・湯飲み立て３３にコップＧ１を、第２のコップ・湯飲み立て３４に湯飲みＧ２を、スペ
ースの無駄を生じることなく、効率よく載置することができる。
【００４１】
　そして、このとき、補助洗浄ノズル９を、洗浄槽４の側壁近傍で、食器かご３の上かご
３２より下側の位置に配設するとともに、その噴射口９１ａから斜め上方に洗浄水を噴射
するようにし、かつ、補助洗浄ノズル９が配設された洗浄槽４の側壁から離れた位置に載
置される特定の食器ほど、水平に近付く向きに傾斜して載置されるようにしているので、
補助洗浄ノズル９から噴射される洗浄水を、第１および第２のコップ・湯飲み立て３３，
３４に持たせ掛けられたコップＧ１および湯飲みＧ２の内部に確実に到達させることが可
能になり（例えば、図７参照）、補助洗浄ノズル９を有効に機能させることが可能になる
。
【００４２】
　また、このときコップＧ１および湯のみＧ２は、図７に示すように、上かご３２上の、
洗浄槽４の左側の側壁近傍に位置しており、右に傾いて、かつ、右側（洗浄槽の中央より
）の湯飲みＧ２の上端位置が、コップＧ１の上端より低い位置にあるため、洗浄槽４の他
のスペースを有効に利用することができる。
【００４３】
　また、図１１に示すように、第１のコップ・湯飲み立て３３を構成する一対のコップ・
湯飲み立て３３ａ，３３ｂの一方（図１１ではコップ・湯飲み立て３３ｂ）を倒すと、上
かご３２の約半分の領域が略水平となり、食器を載置することが可能な領域となるので、
この領域にコップや湯飲み以外の大型の食器（例えば皿）Ｇ５を置くことが可能になると
ともに、残りの領域においては、コップ・湯飲み立て３３ａにはコップＧ１を、第２のコ
ップ・湯飲み立て３４には湯飲みＧ２を立て掛けることができる。
【００４４】
　また、図１２に示すように、第１のコップ・湯飲み立て３３を構成する一対のコップ・
湯飲み立て３３ａ，３３ｂの両方を倒すと、上かご３２のほぼ全体が略水平になり、コッ
プや湯飲みよりも大きな食器（例えば皿）Ｇ５を２つ載置したりすることが可能になる。
【００４５】
　さらに、図１３に示すように、上かご３２の第２のコップ・湯飲み立て３４の部分を、
上かご３２の第１のコップ・湯飲み立て３３が設けられた部分との境界で、上向きに折り
返して倒すことにより、第２のコップ・湯飲み立て３４には湯飲みを立て掛けることがで
きなくなる一方で、下かご３１に大きな食器Ｇ６を置くことが可能になり、食器かご３へ
の食器載置態様の自由度をさらに向上させることが可能になる。
【００４６】
　さらに、図１４に示すように、上かご３２を第１のコップ・湯飲み立て３３および第２
のコップ・湯飲み立て３４とともに折り返して互いに重なり合うようにして、上かご３２
が下かご３１を覆わない状態とすることにより、下かご３１にさらに大きな食器（例えば
大皿など）Ｇ７を容易に載置することが可能になる。
【００４７】
　そして、図１１～図１４に示した各食器Ｇ１～Ｇ７の載置状態や食器の形状に応じて、
それぞれ適合した噴射口９１ａを有する補助洗浄ノズル９を用いることにより、これらの
食器Ｇ１～Ｇ７を、主洗浄ノズル５と補助洗浄ノズル９とから噴射される洗浄水によって
確実に洗浄することが可能になり、効果的な洗浄を行うことができる。
【００４８】
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　なお、上記実施例では、第１のコップ・湯飲み立て３３と第２のコップ・湯飲み立て３
４の、２つのコップ・湯飲み立てを備えた食器かご３を例にとって説明したが、場合によ
っては、コップ・湯飲み立てを３つ以上配設することも可能である。
【００４９】
　また、上記実施例では、第１のコップ・湯飲み立て３３を２つに分割形成した場合につ
いて説明したが、３つ以上に分割して、食器の収納態様の自由度をさらに向上させること
も可能である。
【００５０】
　また、この実施例の場合、補助洗浄ノズル９は、噴射部９１に設けたクリップ状の係止
部９１ｂによって食器かご３に容易に着脱できるので、洗浄に適した補助洗浄ノズル９を
簡単に選択使用することが可能で、様々な種類の食器に対する良好な洗浄効果を期待する
ことができる。
【００５１】
　本願発明はさらにその他の点においても、上記の実施の形態に限定されるものではなく
、本発明の範囲内において種々の変形を加えることが可能である。例えば、本発明は、乾
燥機付の食器洗浄機についても適用が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１】本願発明の実施例にかかる食器洗浄機において用いられている食器かごを示す斜
視図である。
【図２】本願発明の実施例にかかる食器洗浄機において用いられている食器かごを示す側
面図である。
【図３】本願発明の実施例にかかる食器洗浄機において用いられている食器かごを示す正
面図である。
【図４】本願発明の実施例にかかる食器洗浄機において用いられている食器かごのコップ
・湯飲み立ての一部を倒した状態を示す斜視図である。
【図５】本願発明の実施例にかかる食器洗浄機において用いられている補助洗浄ノズルを
示す斜視図である。
【図６】本願発明の実施例にかかる食器洗浄機の側面断面図である。
【図７】本願発明の実施例にかかる食器洗浄機の正面断面図である。
【図８】本願発明の実施例にかかる食器洗浄機の、食器かごが収納された洗浄槽を引き出
した状態を示す側面図である。
【図９】本願発明の実施例にかかる食器洗浄機の食器かごに食器を載置した状態を示す側
面図である。
【図１０】本願発明の実施例にかかる食器洗浄機の食器かごに食器を載置した状態を示す
正面図である。
【図１１】本願発明の実施例にかかる食器洗浄機の食器かごに各種の食器を載置した一つ
の態様を示す斜視図である。
【図１２】本願発明の実施例にかかる食器洗浄機の食器かごに各種の食器を載置した他の
態様を示す斜視図である。
【図１３】本願発明の実施例にかかる食器洗浄機の食器かごに各種の食器を載置したさら
に他の態様を示す斜視図である。
【図１４】本願発明の実施例にかかる食器洗浄機の食器かごに各種の食器を載置したさら
に他の態様を示す斜視図である。
【図１５】従来の食器洗浄機の食器かごを示す斜視図である。
【符号の説明】
【００５３】
　１　　　　　食器洗浄機
　２　　　　　本体ケース
　３　　　　　食器かご



(10) JP 5006716 B2 2012.8.22

10

20

　４　　　　　洗浄槽
　５　　　　　主洗浄ノズル
　６　　　　　洗浄ポンプ
　７　　　　　給水路
　８　　　　　分岐給水路
　９　　　　　補助洗浄ノズル
　１０　　　　給水チューブ
　３１　　　　下かご
　３２　　　　上かご
　３３　　　　第１のコップ・湯飲み立て
　３３ａ，３３ｂ　一対のコップ・湯飲み立て　　　　
　３４　　　　第２のコップ・湯飲み立て
　８１　　　　分岐給水路側接続部
　９１　　　　噴射部
　９１ａ　　　噴射口
　９１ｂ　　　係止部
　９２　　　　補助洗浄ノズルの接続部
　Ｇ１　　　　食器（コップ）
　Ｇ２　　　　食器（湯飲み）
　Ｇ３～Ｇ７　他の食器
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